
この3月にSPring-8の蓄積リングで電子ビームの
蓄積に成功し、ついで放射光ビームラインでの放射
光の発生を確認したとの速報に接し、とても感激し
ました。その後も順調にステップアップが図られて
います。このような快挙を迎えて、あらためて、
SPring-8計画をスタートさせ、軌道に乗せるのに尽
力された方々、SPring-8の建設に邁進されてきた
方々に利用者の立場から深く敬意と謝意を表わした
いと思います。月の引力によって地殻がごくわずか
に歪み、電子ビームの運動にその影響が現われると
いう話も伺いました。これは電子ビームの質の高さ
を如実に示しているもので、すばらしいことです。
昭和63年に大型放射光光源の利用に関心をもつ研

究者・技術者によって次世代大型Ｘ線光源研究会が
組織され、研究の展望、研究計画の立案などを行な
ってきました。この時期はSPring-8計画の準備フェ
ーズにあたります。それから5年後の平成5年に
SPring-8が建設フェーズに入ってきたことに対応し
て、装いを新たにSPring-8利用者懇談会として発足
しました［1］。この建設フェーズでは10本の共用ビ
ームラインにつく実験ステーションの建設に協力し
ています。本年度末で5年経つことになり、この時
期に建設フェーズから利用フェーズへと移行してゆ
きますので、利用者懇談会の活動もそれに応じて少
し変わることになります。独自の実験ステーション
の建設をめざす研究課題別サブグループは35チーム
あり、利用フェーズに入ってからもそれらを存続さ
せることになっています。利用研究が軌道に乗り、
進展していきますと、当然さらに高いレベルの研究
をめざすことになります。そのためには光源、ビー
ムラインと実験ステーションの性能をたえず高度化
していく必要があります。建設に携わったサブグル
ープは実験装置に関して豊富なノーハウを蓄積して
いますので、その実験ステーションでの放射光利用
研究の実績を踏まえて、実験ステーションの高度化

の作業に協力することにしています。
供用開始の当初からできるだけ多くの研究課題が

実施できる方が全体のアクティビティを上げるのに
望ましいという利用者懇談会の意向も考慮されて、
最初に建設されている10本の共用ビームラインに21
の研究課題が相乗りする形になっています。今後ビ
ームラインの整備が順次進められる計画になってい
ますが、相乗りの解消も必要ですし、研究課題別サ
ブグループの待ち行列はかなり長いので、10本のあ
との共用ビームラインのできるだけ早い建設が待た
れます。一方、専用ビームラインもいくつかの研究
機関によって設置の準備が進められていますが、こ
れも早く多数のビームラインが建設されるのが望ま
れます。
ご承知のようにSPring-8利用者懇談会はSPring-8

施設の建設に協力するとともに放射光利用の円滑化
と会員相互の交流を図ることを目的として活動して
います。共同利用の放射光施設は全国に多数ありま
すが、それらにはすべてSPring-8利用者懇談会と同
様な利用者団体が組織されています。現在、
SPring-8利用者懇談会の会員は1127名の多数に上
り、その内訳は国・公・私立大学関係67%、企業関
係17%、国・公立研究所関係16%の構成になってい
ます。利用者懇談会としてはSPring-8の利用者は
産・官・学の所属を問わず、すべて会員になってい
ただき、SPring-8での放射光利用研究を一層効果的
に遂行できるように、一緒に活動していきたいと望
んでいます。未加入でご関心をおもちの方は文末に
記してある利用者懇談会の事務局へご連絡下さい。
全国の放射光利用研究者は第3世代の大型放射光

施設の実現を10数年間待望してきました。利用者組
織がつくられてからでも10年間です。いよいよ世界
最高の性能をもつSPring-8リングの完成が目前で、
これからが利用者の正念場です。放射光利用研究で
第1級の優れた成果を多く挙げてはじめてSPring-8
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計画が成功したということになりますが、放射光利
用研究者は長年それをめざして研究を積み上げてき
ていますので、十分に期待に添うものと確信してい
ます。SPring-8研究の立ち上げ当初1～2年の間にど
のような研究を展開するかについて昨年にシンポジ
ウムを開き、議論しました［2］。 魅力的なテーマ、
野心的なテーマなどが多数提示され、SPring-8が全
体として最初に挑戦しようとしているサイエンスの
輪郭を浮かび上がらせることができました。当初か
らレベルの高い成果が得られる期待が一層膨らみま
した。これらのテーマの中にはこれまでの研究実績
から先がかなりよく見通すことができ、着実に成果
を積み上げられるものがかなりあります。一方、い
ままでの経験に照らしてみますと、研究の展開が予
想を超えたものになる場合もあります。このような
意外性は研究の最前線に、ときにはあるもので、ま
さに研究の醍醐味です。大魚を狙えば、失敗する可
能性も高く、それを試みること自体に勇気がいりま
すが、ぜひ、挑戦してもらいたいものです。
SPring-8には、失敗を恐れずに積極的に取り組む進
取の雰囲気が、はじめから定着してほしいと思いま
す。画家の岡本太郎氏は以前に「芸術はバクハツ
だ！」と叫んでおりました。大きな仕事の成就には、
バクハツというほど過激でなくても、「勢い」はぜ
ひ必要です。SPring-8にはその「勢い」を感じます
ので、新しいページをつぎつぎにめくるように大き
な成果が得られることが予見されます。
一般にビームを用いる実験では光源の高度化、高

性能化がステップ関数的に研究の飛躍をもたらして
いますが、放射光利用研究でもKEKのPho ton
F a c t o r yの利用により、またその後のKEKの
Accumulation Ringの利用により大きなステップアッ
プを経験しています。PFもSPring-8も建設計画が議
論され始めてから完成まで10数年かかっています
し、大きなプロジェクトがつぎつぎに走るとは限り
ませんから、このような大型施設の供用開始のチャ
ンスに巡り会うことは滅多になく、研究者にとって
この上ない幸運です。このチャンスを最大限に生か
さなければなりません。
放射光科学は異なった分野の研究が光源を中心と

して実験手段や手法を共有する形で同じ場所に集ま
って実施されますので、異分野間の交流が活発に行
なわれます。また研究機関の間での研究協力、産・
官・学での学術交流さらに国際交流などが促進され
ます。このように放射光科学はボーダーレス化が進

んでいるのが特徴ですから、それからもたらされる
新しい視点での研究が、芽生える可能性がつねにあ
ることも楽しみです。
第3世代の大型放射光施設のヨーロッパのESRFと

アメリカのAPSがすでに先行して稼働しており、特
に最初に立ち上がったESRFからは高輝度放射光の
威力の片鱗を示す研究成果が続々と報告されつつあ
ります。いよいよSPring-8も競争と協調の関係のも
とでESRFとAPSの仲間入りをします。SPring-8でも
実験ステーションの機器の充実を図りつつ、本格的
な研究に早急に入っていくことが期待されます。
SPring-8で新しい科学・技術の展開をめざしましょ
う！
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